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神
戸
市
の
農
業
施
策
・
条
例
ゾ
ー
ン
に
よ
る
保
全 

 
 

 

農
業
委
員
会
活
動
を
研
究 

 
農
業
委
員
会
会
長
研
究
集
会
開
く

神戸市農委会の活動について
話す藤田神戸市農委会長 

 

平
成
21
年
度
の
事
業
・
予
算
の
構
想
な
ど
協
議 

 

東
京
都
農
業
会
議
賛
助
員
協
議
会挨拶をする波多野会長 

あ

ぜ

み 

ち 

神出ファームビレッジでは集落の合意・ 
形成までの経緯や取り組みなどを聞いた 

     

都
農
業
会
議
は
、
10
月
28
日

～
29
日
に
か
け
て
、
神
戸
市
に
お

い
て
農
業
委
員
会
会
長
研
究
集
会

を
開
き
ま
し
た
。 

 

会
長
研
究
集
会
に
は
、
農
業
委

員
会
会
長
な
ど
約
60
人
が
参
加

し
ま
し
た
。 

 

神
戸
市
は
「
農
漁
業
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
１
０
」
を
策
定
し
、
き
め
細

か
い
農
業
振
興
施
策
を
図
る
と
と

も
に
「
人
と
自
然
と
の
共
生
ゾ
ー 

             
 ン

の
指
定
等
に
関
す
る
条
例
」
を

制
定
し
、
ゾ
ー
ン
ニ
ン
グ
に
よ
り

「
農
業
と
周
辺
環
境
を
一
体
的
に

保
全
す
る
」
と
い
っ
た
先
進
的
な

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

第
１
日
目
は
、
神
戸
市
農
政
計

画
課
の
林
係
長
よ
り
「
神
戸
市
の

農
業
の
概
要
と
施
策
」
を
、
仲
村

係
長
よ
り
「
人
と
自
然
の
共
生
ゾ

ー
ン
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

後
、
「
神
出
フ
ァ
ー
ム
ビ
レ
ッ
ジ
」

（
人
と
自
然
の
共
生
ゾ
ー
ン
）
の 

取
り
組
み
を
現
地

研
究
し
ま
し
た
。 

 

人
と
自
然
と
の

共
生
ゾ
ー
ン
は
、

特
に
市
街
化
調
整

区
域
に
お
け
る
農

地
と
周
辺
の
環
境

を
「
地
域
で
守
る
」

と
い
っ
た
考
え
（
地
域
合
意
）
の

も
と
指
定
を
し
、
里
づ
く
り
を
進

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
神
出
フ

ァ
ー
ム
ビ
レ
ッ
ジ
で
は
、
田
中
自

治
会
長
な
ど
か
ら
、
集
落
の
合
意

形
成
の
苦
労
話
し
か
ら
直
売
所
や

市
民
農
園
の
設
置
な
ど
ハ
ー
ド
事

業
導
入
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
説 

    

都
農
業
会
議
は
、
10
月
６
日
に
、

区
市
町
村
主
管
課
長
、
農
業
委
員

会
長
な
ど
77
人
の
出
席
を
得
て
、

賛
助
員
協
議
会
を
開
き
ま
し
た
。 

 

協
議
で
は
、
平
成
21
年
度
の
事

業
お
よ
び
予
算
の
構
想
、
賛
助
員

拠
出
金
に
つ
い
て
説
明
を
し
、
了

承
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
農
業
委
員
会
・
農
業
会

議
提
携
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
説

明
を
し
、
農
地
法
・
税
制
改
正
に

向
け
た
動
き
の
中
で
連
携
強
化
を

は
か
り
、
さ
ら
な
る
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

明
を
受
け
、
現
在
進
め
て
い
る
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
現
地
研
究

を
し
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。 

 

第
２
日
目
は
、
神
戸
市
農
業
委

員
会
（
藤
田
幸
雄
会
長
）
の
活
動

を
研
究
を
し
ま
し
た
。 

 

神
戸
市
農
業
委
員
会
で
は
、

積
極
的
に
、
①
不
耕
作
地
解
消

事
業
、
②
認
定
農
業
者
支
援
活

動
、
③
建
議
活
動
、
④
広
報
活

動
（
農
業
委
員
会
だ
よ
り
を
毎

月
発
行
）
な
ど
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
農
業
委
員
の
日
常
活
動

や
神
戸
市
独
自
の
取
り
組
み
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。 

    

農
政
問
題
で
は
、
農
委
会
系
統

組
織
の
税
制
改
正
要
望
事
項
、
農

地
政
策
の
見
直
し
の
動
き
な
ど
に

つ
い
て
報
告
を
し
ま
し
た
。 

 

 

 

こ
の
号
が
出
る
頃
に
は
税
調

の
議
論
が
煮
詰
ま
っ
て
い
る
で

あ
ろ
う
が
現
在
の
と
こ
ろ
内
容

は
全
く
見
え
て
こ
な
い
▼
今
回

の
大
綱
に
は
相
続
税
制
の
見
直

し
と
農
地
政
策
の
変
革
に
伴
う

納
税
猶
予
制
度
が
俎
上
に
の
る

で
あ
ろ
う
▼
課
税
方
式
は
こ
れ

ま
で
の
減
税
に
伴
う
増
税
が
目

的
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
遺
産

取
得
課
税
で
行
お
う
と
し
て
い

る
▼
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
課

税
方
式
の
変
更
の
前
に
農
地
や

林
地
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

大
切
な
資
源
に
対
し
て
相
続
税

を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
、
十
分

な
議
論
を
つ
く
す
必
要
が
あ
る

▼
相
続
税
等
納
税
猶
予
制
度
は

農
地
の
貸
借
に
ど
う
対
応
さ
せ

て
い
く
か
が
課
題
と
な
る
で
あ

ろ
う
▼
し
か
し
、「
農
業
相
続
人

の
営
農
意
志
を
第
一
と
し
て
い

る
」
現
行
制
度
の
基
本
は
ど
う

し
て
も
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
い
づ
れ
の
見
直
し

も
現
在
期
限
切
れ
の
様
相
を
見

せ
て
い
る
▼
農
地
は
か
け
が
え

の
な
い
地
域
固
有
の
財
産
で
あ

り
、
国
民
の
生
命
の
源
で
あ
る

▼
都
市
計
画
法
の
見
直
し
を
前

に
拙
速
な
結
論
と
な
ら
な
い
よ

う
強
く
望
み
た
い 
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小
平
市
の
農
業
委
員
会
活
動
・
農
業
施
策 

 
 

先
進
的
な
農
業
経
営
を
研
究 

 

農
業
委
員
会
経
営
部
会
長
研
究
集
会
開
く

来園者自らが花を摘みとり販売する経営を 
確立した小川さんから話しを聞く   ・ 

西
東
京
市
の
農
業
委
員
会
活
動 

 
 

農
地
保
全
対
策
の
取
り
組
み
な
ど
研
究 

 

農
業
委
員
会
農
地
関
係
部
会
長
研
究
集
会
開
く

新倉さんからは都市農業
ならではのハーブ生産に 
ついて話しを聞いた ・ 

     

都
農
業
会
議
は
こ
の
た
び
、
農

業
委
員
会
経
営
関
係
部
会
長
研
究

集
会
を
小
平
市
に
お
い
て
開
き
ま

し
た
。 

 

小
平
市
農
業
委
員
会
（
竹
内
武

男
会
長
）
か
ら
同
市
の
農
業
委
員

会
活
動
や
農
業
振
興
施
策
に
つ
い

て
発
表
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
現
地

研
究
で
は
小
平
市
内
で
先
進
的
な

農
業
を
行
う
３
経
営
を
見
学
し
ま

し
た
。 

 

無
農
薬
の
リ
ー
フ
レ
タ
ス
な
ど

を
生
産
す
る
有
限
会
社
東
京
ド
リ

ー
ム
で
は
、
浅
見
三
二
代
表
か
ら

話
し
を
聞
き
、
同
社
の
「
野
菜
工

場
」
を
見
学
し
ま
し
た
。 

 

季
節
の
花
々
を
客
自
身
が
摘
み

取
り
を
す
る
ス
タ
イ
ル
で
販
売
す 

    

る
小
川
裕
明
さ
ん
の
経
営
で
は
、

そ
の
運
営
の
手
法
な
ど
に
つ
い
て 

     

都
農
業
会
議
は
、
10
月
15
日

に
、
西
東
京
市
に
て
、
農
業
委
員

会
農
地
関
係
部
会
長
研
究
集
会
を

開
き
ま
し
た
。 

 

研
究
集
会
で
は
、
ま
ず
、
同
市

農
業
委
員
会
（
貫
井
正
彦
会
長
）

の
篠
宮
武
男
事
務
局
長
か
ら
農
業

委
員
会
活
動
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。 

 

西
東
京
市
で
は
、
平
成
18
年
度

か
ら
認
定
農
業
者
制
度
に
取
り
組

み
現
在
で
は
41
人
が
認
定
を
受

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
地
の
保

全
対
策
と
し
て
小
麦
体
験
事
業
に

着
手
し
「
種
ま
き
か
ら
食
べ
る
ま

で
」
と
、
栽
培
体
験
を
は
じ
め
特

産
化
、
販
路
開
拓
ま
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

 

現
地
研
究
は
、
獲
れ
た
て
野
菜

を
直
売
所
で
販
売
し
住
民
か
ら
好

評
を
得
て
い
る
桜
井
正
行
さ
ん
の

経
営
と
、
ど
ん
な
注
文
に
も
対
応

す
る
多
種
の
ハ
ー
ブ
づ
く
り
を
す 

話
し
を
聞
き
ま
し
た
。 

 

多
品
目
野
菜
を
生
産
す
る
小
野

義
雄
さ
ん
の
経
営
で
は
、
ほ
場
を

見
学
し
、
妻
の
久
枝
さ
ん
が
取
り

組
む
ジ
ャ
ム
や
ケ
ー
キ
の
加
工
に

つ
い
て
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。 

             

る
新
倉
ハ
ー
ブ
園
の
新
倉
庄
次
郎

さ
ん
の
農
園
を
研
究
し
ま
し
た
。 

 
都
内
４
地
区
で 

 
農
業
委
員
研
修
会
開
く 

 

都
農
業
会
議
は
、
９
月
～
10
月

に
か
け
て
農
業
委
員
研
修
会
を
都

内
４
地
区
で
開
き
ま
し
た
。 

 

研
修
会
で
は
、
東
京
農
業
の
現

状
や
情
勢
ま
た
農
委
会
活
動
の
推

進
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
ほ
か
、

都
農
業
振
興
事
務
所
の
朝
長
農
務

課
長
よ
り
、
都
の
農
業
施
策
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

   

第
７
回
常
任
会
議
員
会
議 

 

平
成
20
年
10
月
17
日
に
開

催
し
、
状
況
は
次
の
と
お
り
。 

 

議
事 

 

農
地
法
４
条
・
５
条
の
規
定

に
基
づ
く
知
事
諮
問
は
、
４
条

１
件
７
０
１
㎡
、
５
条
５
件

２
２
８
２
・
３
㎡
に
つ
い
て
審

議
を
し
、
許
可
相
当
と
答
申
す

る
旨
決
定
し
た
。 

 

協
議 

 

①
企
業
的
農
業
経
営
者
の
推

進
に
つ
い
て
説
明
し
、
今
後
も

農
業
委
員
会
、
各
団
体
と
連
携

を
は
か
り
な
が
ら
経
営
意
欲
の

あ
る
農
業
者
の
支
援
を
進
め
る

こ
と
と
し
た
。 

 

②
下
期
農
業
委
員
会
活
動
の

推
進
に
向
け
、
各
農
業
委
員
会

の
目
に
見
え
る
積
極
的
な
活
動

に
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
と

し
た
。 

 

農
政
問
題
で
は
、
①
農
地
政

策
と
関
係
税
制
を
め
ぐ
る
情
勢

に
つ
い
て
説
明
を
し
、
今
後
と

も
全
国
組
織
と
連
携
を
は
か
り

な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

②
平
成
20
年
度
全
国
農
業
委

員
会
会
長
代
表
者
集
会
へ
の
会

長
各
位
の
出
席
を
お
願
い
し
た
。   

第
８
回
常
任
会
議
員
会
議 

 

平
成
20
年
11
月
17
日
に
開

催
し
、
状
況
は
次
の
と
お
り
。 

議
事 

 

農
地
法
４
条
・
５
条
の
規
定
に

基
づ
く
知
事
諮
問
は
、
５
条
５
件

３
９
３
８
㎡
に
つ
い
て
審
議
を

し
、
許
可
相
当
と
答
申
す
る
旨
決

定
し
た
。
（
４
条
諮
問
は
な
し
） 

協
議 

 

①
第
48
回
企
業
的
農
業
経
営

顕
彰
事
業
受
賞
者
に
つ
い
て
農

業
会
議
会
長
賞
の
交
付
を
決
定

し
た
。
②
第
28
回
農
業
後
継
者

顕
彰
事
業
受
賞
者
に
つ
い
て
農

業
会
議
会
長
賞
の
交
付
を
決
定

し
た
。
ま
た
、
①
②
と
も
特
に
優

秀
な
経
営
は
都
知
事
賞
や
全
国

農
業
会
議
所
会
長
賞
の
交
付
申

請
を
す
る
こ
と
と
し
た
。 

 

当
面
の
農
政
問
題
で
は
、
①
相

続
税
制
の
見
直
し
に
関
す
る
要

望
に
つ
い
て
説
明
し
、
関
係
大

臣
・
省
庁
お
よ
び
都
議
会
に
要
請

す
る
こ
と
と
し
た
。
②
納
税
猶
予

適
正
化
協
議
会
の
状
況
を
説
明

し
制
度
の
適
切
な
執
行
が
は
か

ら
れ
る
よ
う
農
委
会
と
連
携
し

適
用
農
地
の
管
理
徹
底
を
は
か

る
こ
と
と
し
た
。 

常 

任 

会 

議 

員 

会 

議 

だ 

よ 

り 
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埼
玉
県
吉
見
町
の
女
性
農
業
委
員
の
活
動
を
研
究 

 
 

女
性
農
業
委
員
ど
お
し
の
交
流
深
め
る 

 

女
性
農
業
委
員
・
職
員
現
地
研
究
会
開
く

 

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

(

石
川
清
会
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
、

東
京
都
消
費
者
月
間
実
行
委
員
会

と
の
共
催
に
よ
り
「
東
京
農
業
発

見
ツ
ア
ー
」
を
立
川
市
に
お
い
て

開
き
ま
し
た
。 

 

同
ク
ラ
ブ
が
消
費
者
向
け
の
農

家
見
学
会
を
開
く
の
は
は
じ
め
て

で
、
こ
の
ツ
ア
ー
に
は
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
２
台
が
満
席
に
な
る
50
人

の
消
費
者
な
ど
が
参
加
し
ま
し

た
。 

 

立
川
市
内
で
、
花
き
を
生
産
す

る
川
野
進
さ
ん
、
酪
農
を
営
む

中
里
伊
平
次
さ
ん
、
緑
化
樹
を
生

産
す
る
須
﨑
義
弘
さ
ん
、
野
菜
を

生
産
す
る
粕
谷
秀
夫
さ
ん
の
経
営

を
見
学
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
昼
食
は
、
消
費
者
月
間

実
行
委
員
会
の
ス
タ
ッ
フ
が
都
内

産
の
農
産
物
を
使
っ
て
調
理
し
た

料
理
を
味
わ
い
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、「
東
京
に
こ
ん

な
に
頑
張
っ
て
い
る
農
家
が
い
る

こ
と
に
感
動
」「
消
費
者
の
こ
と
を

考
え
て
生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。 

消
費
者
を
集
め
「
東
京
農
業
発
見
ツ
ア
ー
」
を
開
く 

 

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

消費者約 50 人が立川市内の
４経営を見学した    ・ 

日本一の生産量を誇るカブの
生産ほ場を見学する   ・ 

千
葉
県
柏
市
の
都
市
農
業
を
研
究 

 

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

吉見町農委会の活動などについて 
話す小井川会長（右）    ・ 

     

都
農
業
会
議
は
、
10
月
22
日

に
女
性
農
業
委
員
・
職
員
現
地
研

究
会
を
開
き
、
埼
玉
県
吉
見
町
の

農
委
会
活
動
や
比
企
地
域
の
女
性

農
業
委
員
の
活
動
に
つ
い
て
研
究

と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。 

 

吉
見
町
農
委
会
（
小
井
川
敏
子

会
長
）
は
、
小
井
川
会
長
を
先
頭

に
女
性
農
業
委
員
が
活
発
に
活
動

を
し
、
特
に
女
性
な
ら
で
は
の
視

点
で
、
家
族
経
営
協
定
の
推
進
や

建
議
活
動
、
コ
メ
の
消
費
拡
大
活

動
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

 

ま
た
、
現
地
研
究
会
で
は
、
吉

見
町
を
は
じ
め
埼
玉
県
比
企
郡
の

女
性
農
業
委
員
で
組
織
す
る
「
比

企
郡
女
性
農
業
委
員
連
絡
会
」
の 

    

メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
農
委
会
の
取
り
組
み
や
地
域
の

紹
介
な
ど
を
し
な
が
ら
、
日
常
活

動
の
進
め
か
た
な
ど
に
つ
い
て
、

お
お
い
に
参
加
者
と
の
意
見
交
換

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

     

都
農
業
会
議
は
、
こ
の
た
び
、

都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
と
の
共
催

に
よ
り
、
千
葉
県
柏
市
に
お
い
て

先
進
農
業
経
営
見
学
会
を
開
き
、

都
内
の
認
定
農
業
者
な
ど
約
20
人

が
参
加
し
ま
し
た
。 

     

柏
市
の
農
業
委
員
会
長
で
も
あ

る
木
村
多
喜
雄
さ
ん
宅
の
カ
ブ
経

営
で
は
、
ほ
場
を
見
学
し
、
日
本

一
の
生
産
量
を
誇
る
同
市
に
お
け

る
カ
ブ
生
産
の
歴
史
や
技
術
に
つ

い
て
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
柏
市
内
の
農
業
者
が
出

資
し
て
設
立
し
た
農
産
物
直
売
所

｢

か
し
わ
で｣

を
見
学
し
、
染
谷
茂

社
長
か
ら
は
、
設
立
の
経
過
や
運

営
方
針
な
ど
に
つ
い
て
話
し
を
聞

き
ま
し
た
。 

 

東
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
の 

 

農
委
会
職
員
で
現
地
研
究 

全
国
農
委
会
職
員
協 

  

全
国
農
委
会
職
員
協
議
会
は
、

こ
の
た
び
、
仙
台
市
で
「
東
日
本

ブ
ロ
ッ
ク
農
委
会
職
員
現
地
研
究

会
」
を
開
き
、
都
内
か
ら
農
委
会

職
員
な
ど
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

現
地
研
究
会
で
は
、
ま
ず
全
国

農
業
会
議
所
の
柚
木
事
務
局
長
代

理
が
情
勢
報
告
を
し
、
次
い
で
、

４
名
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、
農
委
会
活
動

や
農
地
の
流
動
化
、
地
域
活
性
化

の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
の
報

告
と
議
論
が
さ
れ
ま
し
た
。 

            

八
丈
島
で 

 

農
業
法
人
の
交
流
会 

 
 

 
 
 

 
 
 

開
く 

 

関
東
都
県
農
業
法
人
協
会
主
催

に
よ
る
交
流
会
「
お
じ
ゃ
り
や
れ

農
業
法
人
研
修
in
八
丈
島
」
が

11
月
５
日
～
６
日
に
開
か
れ
、
農

業
法
人
経
営
者
な
ど
45
人
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 

交
流
会
で
は
、
東
京
青
年
会
議

所
事
務
局
長
の
鈴
木
和
仁
氏
を
講

師
に
迎
え
「
日
本
の
農
業
に
期
待

す
る
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
を

行
っ
た
ほ
か
、
八
丈
町
の
農
事
組

合
法
人
「
大
興
園
」
の
経
営
概
況

に
つ
い
て
菊
池
国
仁
組
合
長
が
説

明
を
し
、
ま
た
、
現
地
研
究
で
は
、

遊
休
農
地
を
再
生
し
設
置
し
た
施

設
や
地
熱
利
用
ハ
ウ
ス
、
輸
出
用

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ロ
ベ
レ
ニ
ー
鉢
物

養
生
施
設
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。 
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徳
島
県
上
勝
町
の
「
葉
っ
ぱ
事
業
」 

 

小
松
島
市
の
人
気
の
直
売
施
設
の
運
営
な
ど
研
究 

 

島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会

㈱いろどりの横石副社長を囲んで 

 

都
市
地
域
の
い
き
い
き
と

し
た
農
業
や
農
業
者
を
紹
介

す
る
「
農
の
あ
る
ま
ち
で
ス

ロ
ー
ラ
イ
フ
！
第
４
集
」
が

10
月
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。 

 

３
人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が

現
地
に
赴
き
、
専
門
的
な
角
度

か
ら
、
時
に
消
費
者
の
視
点
か

ら
、
写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、

そ
の
表
情
を
伝
え
て
い
ま
す
。

 
第
４
集
と
な
っ
た
本
編
は
「
市

民
の
交
流
・
共
生
ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

第
１
部
「
各
地
で
生
ま
れ
る
農
の

あ
る
ま
ち
」
、
第
２
部
「
わ
れ
ら
が

都
市
農
業
の
担
い
手
」
、
第
３
部

「
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
３
部
構

成
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

第
１
部
で
は
、
清
瀬
市
の
取
り

組
み
が
掲
載
さ
れ
、
ひ
ま
わ
り

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
市
・
農
家
・
商

工
会
の
連
携
に
よ
り
「
清
瀬
ブ

ラ
ン
ド
」
が
生
ま
れ
る
ま
で
の

『
汗
』
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
ほ
か
、
京
都
市
内
で
が

ん
ば
る
担
い
手
や
心
こ
も
る
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
た

都
市
農
業
の
今
を
伝
え
る
必
読

の
書
で
す
。（
全
国
農
業
会
議
所

刊 
41
頁 

８
０
０
円
） 

本 

の 

紹 

介 
入
園
者
を
対
象
に
恒
例
の
人
気
イ
ベ
ン
ト 

「
長
野
県
で
紅
葉
と
り
ん
ご
狩
り
」
バ
ス
ツ
ア
ー
開
く 

東
京
都
農
業
体
験
農
園
園
主
会

池田さんの説明を熱心に聞き入る
参加者たち         ・

     

島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会

（
土
屋
博
会
長
）
は
10
月
５
日
か

ら
６
日
に
か
け
て
、
徳
島
県
の
上

勝
町
と
小
松
島
市
を
現
地
研
究
し

ま
し
た
。 

 

上
勝
町
の
㈱
い
ろ
ど
り
が
取
り

組
む
、
葉
物
を
つ
ま
物
と
し
て
販

売
す
る
「
葉
っ
ぱ
事
業
」
の
儲
か

る
仕
掛
け
と
今
日
に
い
た
る
ま
で

の
苦
労
話
か
ら
現
状
に
つ
い
て
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
約
１
時

間
、
横
石
副
社
長
か
ら
説
明
を
受

け
、
そ
の
後
参
加
し
た
各
農
業
委

員
会
長
と
横
石
氏
と
の
質
疑
応
答

と
な
り
ま
し
た
。 

 

特
に
、
高
齢
化
率
４
９
・
０
６
％
、

９
８
９
人
は
県
下
一
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ひ
と
り
あ
た
り
の 

    

医
療
費
が
県
下
一
少
な
い
元
気
な

人
を
つ
く
る
高
齢
者
の
事
業
に
、

真
剣
な
眼
差
し
で
聞
き
入
り
、
熱

心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
も
メ
デ
ィ
ア
で
何
回

か
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が｢

百

聞
は
一
見
に
し
か
ず｣

現
地
を
見

て
話
し
を
聞
い
て
納
得
し
ま
し
た
。 

 
地
域
資
源
を
ど
う
や
っ
て
活
か

す
か
、
葉
っ
ぱ
だ
け
で
な
く
お
年

寄
り
の
出
番
を
つ
く
る
こ
と
で
元

気
づ
け
、
寝
た
き
り
老
人
も
２
人

し
か
い
な
く
な
り
、
老
人
ホ
ー
ム

が
廃
止
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

 

翌
日
は
、
平
成
17
年
３
月
に
オ

ー
プ
ン
し
た
Ｊ
Ａ
東
徳
島
が
運
営

す
る
直
売
施
設
を
訪
れ
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
が
到
着
し
た
９
時
20
分

に
は
、
駐
車
場
は
ほ
ぼ
満
車
の
状

態
で
売
り
場
も
活
気
に
溢
れ
、
時

期
も
の
の
温
州
ミ
カ
ン
を
は
じ
め

特
産
の
す
だ
ち
や
鳴
門
金
時
、
野

菜
類
か
ら
加
工
食
品
、
海
産
物
ま 

    

都
農
業
体
験
農
園
園
主
会
（
加

藤
義
松
会
長
）
は
、
11
月
９
日
に

長
野
県
中
野
市
の
池
田
新
一
さ
ん

の
経
営
す
る
果
樹
園
で
リ
ン
ゴ
狩

り
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
農
業
体
験
農
園
の
入

園
者
を
対
象
と
し
た
バ
ス
ツ
ア
ー

で
、
今
年
で
３
年
目
と
な
り
ま
す

が
毎
年
多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
い

ま
す
。
池
田
さ
ん
の
堆
肥
や
出
荷

時
期
に
こ
だ
わ
っ
た
リ
ン
ゴ
づ
く

り
は
参
加
者
か
ら
の
共
感
を
受
け
、 

で
品
揃
え
も
豊
富
で
、
参
加
者
も

箱
に
詰
め
て
貰
い
宅
配
便
で
島
へ

発
送
す
る
ほ
ど
で
し
た
。 

 

店
長
か
ら
の
説
明
は
、
直
売
に

懸
け
る
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
圧

倒
さ
れ
な
が
ら
聞
き
入
り
ま
し
た
。 

   

手
づ
く
り
の
昼
食
を
と
も
に
し
な

が
ら
、
交
流
の
時
間
を
楽
し
み
ま

し
た
。 

関
東
農
政
局
長
と 

 

都
内
農
業
者
が
意
見
交
換 

 

10
月
29
日
に
、
関
東
農
政
局

東
京
農
政
事
務
所
主
催
に
よ
る

「
東
京
都
の
農
業
経
営
体
と
の
意

見
交
換
会
」
が
、
小
平
市
に
お
い

て
開
か
れ
、
関
東
農
政
局
長
を
は

じ
め
各
部
長
・
職
員
と
、
小
平
市
・

立
川
市
・
国
分
寺
市
・
清
瀬
市
・

東
久
留
米
市
の
５
市
の
農
業
者
が

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。 

  
 

12
月
～
１
月
の
日
程 

12
・
2
㈫ 

農
年
制
度
研
究
会 

12
・
4
㈭ 

農
業
者
・
消
費
者 

 
 
 
 
 
 

交
流
セ
ミ
ナ
ー 

12
・
17
㈬ 

第
９
回
常
任
会
議 

1
・
16
㈮ 

第
10
回
常
任
会
議 

◆
地
区
別
職
員
検
討
会 

12
・
8
㈪ 

西
多
摩 

12
・
9
㈫ 

南
多
摩 

12
・
11
㈭ 

北
多
摩
西
部 

12
・
15
㈪ 

北
多
摩
南
部 

◆
冬
期
地
区
別
検
討
会 

 

（
会
長
・
職
務
代
理
・
職
員
） 

1
・
20
㈫ 

島
し
ょ 

1
・
21
㈬ 

区
内 

1
・
22
㈭ 

西
多
摩 

1
・
23
㈮ 

南
多
摩 

1
・
27
㈫ 

北
多
摩
北
部 

1
・
28
㈬ 

北
多
摩
南
部 

1
・
29
㈭ 

北
多
摩
西
部 

 


